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論文内容の要旨

本論文は，グラフ理論的手法によるネットに関する研究をとりまとめたものであって，緒論，第 1

章，第 2 章，第 3 章，および結論から成っている。

緒論においては，本研究分野における従来の研究と，本論文に示されている研究結果を概説し，本

論文の地位を明らかにしている。

第 1 章においては， トポロジー的複雑さを不変とする回路網の等価変換およびそれに関連した素子

感度問題について論じられている。乙の問題に関して二つの接近法が考えられ，その一つは与えられ

た Yまたは Z行列を線形変換してそれを理想変圧器をもたない回路網として構成する方法であり，他

の一つは原回路網に並列または直列接続しても全体としてはじめと同ーの動作をするような付加的回

路網を求める方法である。さらに，変換パラメータを注目する回路関数に対する素子感度を最小にす

るという条件で決定する問題について考察している。

第 2 章においては，完全グラフおよび完全パイパータイト・グラフの平面分解について論じられて

いる。非平面グラフの平面分解問題は，多層印刷回路および多層集積回路の設計などにおいて重要な

問題であるが，本章においては， 乙の問題の特別の場合として， 完全グラフ Kn および完全パイパ

ータイト・グラフ Kn, n に注目し， その分解個数の最小値 t (Kn) および τ(Kn，n) がそれぞれ

くn(n-l)/6(n-2)>手τ(Kn)豆くn/4>，および、くが/4(n-l)>ζ，， (Kn， n) 三三くn/4>+1 であるこ

とを示し，それに関連した分解アルゴリズムを示している。ただし，く x>は X より小でない最小

の整数を表わす。

第 3 章においては，グラフにおける道の符号化およびその応用について述べられている。この問題

は，定期乗車券の通用径路の符号化，復号化問題に関連して生じたものである。本章で考察する方法

はp ある基準で木枝に番号付けをし，任意の道をその両端の木枝の番号と通過する補木の枝により符
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号化するものであり， 復号化の機構も， 与えられた符号をシリアノ笥レに調べて行なうという方法であ

る口この方法を，定期乗車券の通用径路の符号化のほかに，さらに輸送網の区分け問題にも応用して

いる。

結論においては，本研究で得られた結果と今後に残された問題について述べられている。

論文の審査結果の要旨

本論文に述べられている研究の業績はつぎのように要約される。

(1) 第 1 章の回路網のトポロジー的複雑さを不変とする等価変換および素子感度問題に関しては，

二つの方法により，それぞれ理恕変圧器を用いない等価回路網として構成する手法を示し，さらにそ

れに関連して，変換パラメータを素子感度関数が最小になるという条件で決定する問題について論じ

ている。

理想変圧器を用いた等価変換の一般論は，すでに Cauer，大野・安浦の各氏により考察されている

が，実用的見地からは理想変圧器を用いない等価変換法が要求される。これは回路網理論における未

解決な重要な課題の一つである。本論文は，この問題について， トポロジー的複雑さを不変にすると

いう条件で考察したものであり，実用的にも従来知られているどの変換公式にも属さない新しい公式

を示している。

(2) 第 2 章の完全グラフおよび完全パイパータイト・グラフの平面分解に関しては，その分解個数

の最小値の上限を与え，かっそれに関連した分解手法を示している。

グラフの平面分解問題は，多層印刷回路の設計などにおいて番要であり，従来は完全グラフおよび

完全パイパータイト・グラフについて，その特別な場合が論じられていたにすぎないが，本論文は，

これら二つのグラフのすべての場合について考察し，その分解個数の最小値の上限を与えている O

(3) 第 3 章のグラフの道の符号化問題およびその応用に関しては，グラフのすべての道を比較的少

数ピットで符号化し，かっ能率良く復号化する子法を考察し，それを定期乗車券の自動改札化にとも

なう通用径路の符号化および復合化問題，および輸送網における区分け問題に応用している。

以上のように， 本論文は電子工学に寄与する点が多いので， 博士論文として価値あるものと認め

る。
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